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使用量は、塗料のみについての記載です。塗料の中に硅砂やウレタンチップを混合して防滑仕上げする
場合に、混合する硅砂ウレタンチップの使用量は含まれていません。
塗装場所の気温が５℃未満、もしくは湿度８５％以上である場合、または換気が十分でなく結露が考え
られる場合、塗装は避けてください。
ワックスを使用している床面は付着阻害を起こしますので、ワックス用はく離剤などで除去し水洗いを
十分行い十分に乾燥後、塗装してください。
厚く塗り過ぎると乾燥が遅れたり、ひび割れが入ったりしますので、厚付けに注意してください。
旧塗膜が何回も塗り重ねられて積層されている場合、塗膜全体が柔らかくなっている場合があります。
この場合、そのまま塗り重ねると塗膜の物性差によって塗膜割れが発生するおそれがありますので、旧
塗膜をはく離してから塗装してください。
軽歩行は塗装翌日から可能ですが（２３℃）、車両の走行は塗装後７２時間が経過した後にしてください。
早期の使用は、塗膜がはがれたり、靴跡、タイヤ跡などの不具合が生じます。
アスファルト面への塗装は、割れやにじみが発生するおそれがありますので避けてください。
旧塗膜がエポキシ系、ウレタン系の場合は、ポリシャー・サンダーで表面を目粗ししてください。
強化コンクリート、カラーコンクリート、フェロコン、ち密に仕上られた一般コンクリート・モルタル面へ
施工の際は付着性向上のため、研削機を用いて下地表面を物理的に目粗しするか、ＰＨコントロール剤
３（酸性薬剤）を使用後水洗して表面処理を行ってください。（フェロコンには使用できません。）または、
研磨紙(#40-80)で表面を目粗した上で､専用のプライマー（クリンカラーパワフルプライマーに強化
C添加液を加えたもの、またはクリンカラーＷエポ速乾プライマー）をご利用ください。
常時、水が溜まる個所は傾斜をとり、排水溝を設けるなどして、排水処理を行ってください。
常時水がかかる可能性がある場所、または下から（塗膜の裏面から）水分が廻る可能性がある場所に
は、ニッペクリンカラーＥレジモルクリヤー（新）を使用した塗装仕様で塗装してください。
下地表面の油脂や汚れは溶剤などで十分に除去してください。
下地コンクリート表面のレイタンス、エフロレッセンスなどの粉化物、ぜい弱部は十分に除去してくださ
い。ひび割れ、巣穴、不陸などがある場合や、旧塗膜にはがれがある場合には、あらかじめエポキシ樹脂
パテなどを充填するなど、段差修正や部分補修などを行い、平滑な面にしてから塗装を行ってくださ
い。
塗り替え時で、旧塗膜が弾性の場合は使用しないでください。
旧塗膜の種類が不明の場合には必ず試験施工で適性を確認してください。塗り替えの際、旧塗膜の劣
化状況や付着状況、または使用環境などによりシーラーレスタイプの塗料でもプライマーが必要な場
合があります。
シンダーコンクリート面に塗装する場合は、プライマーを数回(２～３回)塗装し、素材表面の強度を向上
させてから上塗りを塗装してください。
塗料の中に硅砂を混合して防滑仕上げする場合は硅砂は沈殿しやすいので、かき混ぜながら塗装して
ください。
クリンカラー防滑骨材を配合した塗料はすみやかに使いきってください。長時間放置されますと骨材が
沈殿もしくは浮いてきます。ご使用の際は、必ず使用量にあわせて調合し、使い切りとしてください。
施工に関しての詳細な注意事項はクリンカラー施工マニュアルをご参照ください。
溶剤系塗料のため、室内での塗装は必ず換気をしてください。また、外部での塗装においても、換気口・
空気取入口などに養生を行い、溶剤蒸気が室内に入らないように注意してください。居住者へのご配慮
をお願い致します。
所定のシンナー以外を使用したり、薄めすぎるとつや引けやダレ、かぶり不良などをきたす原因になり
ますので、必ず所定のシンナーおよび希釈率をまもってください。

硬化が不十分な場合は、シンナーで再溶解する場合があります。
水、アルコール系溶剤の混入は絶対に避けてください。
硬化剤は湿気で硬化しますので密栓して貯蔵してください。
塗料を扱う場合は、皮膚に付着しないようにご注意ください。また、蒸気やミストなども吸い込まないよ
うに十分にご注意ください。
塗膜の乾燥過程で水分の影響を受けた場合（高湿度、結露、降雨など）、塗膜表面が白化するおそれが
あります。水分の影響を受けるおそれがある場合は、塗装を避けてください。
旧塗膜に発生した藻・かびは、洗浄などで必ず除去し、清浄な面としてください。付着阻害をおこすおそ
れがあります。
改修工事にご使用の場合は、旧塗膜の種類によっては溶剤などの影響により、旧塗膜を侵し溶剤膨れや
縮みなどの異常が発生する場合がありますので、旧塗膜の種類をご確認のうえ、塗装仕様をご検討くだ
さい。
素地表面のアルカリ度はｐＨ１０以下、表面含水率は１０％以下（ケット科学社製ＣＨ－２型で測定した場
合）、または５％以下（ケット科学社製Ｈｉ５００シリーズ：コンクリートレンジで測定した場合）の条件で塗
装してください。
表面のごみ、ほこり、エフロレッセンス、レイタンスなどは除去し、目違い、ジャンカ、コールドジョイントな
どは、樹脂入りセメントモルタルで平滑にしてください。
塗料液と硬化剤の混合割合は、必ずまもってください。混合割合が不適切な場合、塗膜性能が発現され
なかったり、仕上がりや作業性が低下することがあります。
屋外の塗装で降雨、降雪のおそれがある場合、および強風時は塗装を避けてください。
塗装時および塗装後に密閉しますと乾燥が遅れますので、換気を十分に行ってください。
塗装時および塗料の取り扱い時は、換気を十分に行い、火気厳禁にしてください。
飛散防止のため必ず養生を行ってください。
薄めすぎは隠ぺい力不足、仕上がり不良などが起こるため規定範囲を超えて希釈しないでください。
調色には必ず当社専用の原色をお使いください。
ローラー塗りの場合、ローラー目は同一方向に揃えるように仕上げてください。ローラー目により、色相
や仕上がり感が異なって見えることがあります。
汚れ、きずなどにより補修塗りが必要な場合があります。使用塗料のロットは必ず控えておき、補修の際
は塗料ロット、希釈率、および補修方法などの塗装条件を同一にしてください。
塗装面以外に付着した場合は、乾燥するまでにラッカーシンナーまたは塗料用シンナーで洗い落として
ください。
ローラー、はけなどは、ほかの塗料での塗装に使用すると、はじきなどが発生するおそれがありますの
で、十分に洗浄するか、専用でご使用ください。
塗料は内容物が均一になるようにかくはんしてください。特につや調整品では、つや消し剤が沈降して
いる場合がありますので、かくはん機を用いて缶底の沈降物を十分にかくはんしてご使用ください。
開封後は一度に使い切ってください。 やむを得ず保管する場合は密栓してから冷暗所で保存し、速や
かに使い切ってください。
塗料漏洩の原因になりますので、保管・運搬時に容器を横倒しにしないでください。
内容物／容器を国際、国、都道府県又は市町村の規則に従って産業廃棄物として廃棄してください。
塗料、塗料容器、塗装具を廃棄する時には、産業廃棄物として処理してください。容器、塗装具などを洗
浄した排水は、そのまま地面や排水溝に流すと環境に悪影響を及ぼすおそれがありますので、排水処理
場などの施設に持ち込むか、産業廃棄物処理業者に処理を依頼してください。

■本カタログ掲載商品の詳細な危険有害性情報や使用上の注意事項等については、安全データシート（SDS）をご参照ください。
■本製品は日本国内での使用に限定し、輸出される場合は、事前に相談ください。
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16時間以上

新設コンクリートは夏季30日以上、冬季40日以上養生させ、表面のｐＨ１０以下、表面含水率は１０％以下（ケット科学社製ＣＨ－２型で測定した
場合）、または５％以下（ケット科学社製 Ｈｉ５００シリーズ：コンクリートレンジで測定した場合）になってから施工してください。表面のレイタンス
や不純物は完全に取り除いてください。
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使用量は、塗料のみについての記載です。塗料の中に硅砂やウレタンチップを混合して防滑仕上げする
場合に、混合する硅砂ウレタンチップの使用量は含まれていません。
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られる場合、塗装は避けてください。
ワックスを使用している床面は付着阻害を起こしますので、ワックス用はく離剤などで除去し水洗いを
十分行い十分に乾燥後、塗装してください。
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旧塗膜が何回も塗り重ねられて積層されている場合、塗膜全体が柔らかくなっている場合があります。
この場合、そのまま塗り重ねると塗膜の物性差によって塗膜割れが発生するおそれがありますので、旧
塗膜をはく離してから塗装してください。
軽歩行は塗装翌日から可能ですが（２３℃）、車両の走行は塗装後７２時間が経過した後にしてください。
早期の使用は、塗膜がはがれたり、靴跡、タイヤ跡などの不具合が生じます。
アスファルト面への塗装は、割れやにじみが発生するおそれがありますので避けてください。
旧塗膜がエポキシ系、ウレタン系の場合は、ポリシャー・サンダーで表面を目粗ししてください。
強化コンクリート、カラーコンクリート、フェロコン、ち密に仕上られた一般コンクリート・モルタル面へ
施工の際は付着性向上のため、研削機を用いて下地表面を物理的に目粗しするか、ＰＨコントロール剤
３（酸性薬剤）を使用後水洗して表面処理を行ってください。（フェロコンには使用できません。）または、
研磨紙(#40-80)で表面を目粗した上で､専用のプライマー（クリンカラーパワフルプライマーに強化
C添加液を加えたもの、またはクリンカラーＷエポ速乾プライマー）をご利用ください。
常時、水が溜まる個所は傾斜をとり、排水溝を設けるなどして、排水処理を行ってください。
常時水がかかる可能性がある場所、または下から（塗膜の裏面から）水分が廻る可能性がある場所に
は、ニッペクリンカラーＥレジモルクリヤー（新）を使用した塗装仕様で塗装してください。
下地表面の油脂や汚れは溶剤などで十分に除去してください。
下地コンクリート表面のレイタンス、エフロレッセンスなどの粉化物、ぜい弱部は十分に除去してくださ
い。ひび割れ、巣穴、不陸などがある場合や、旧塗膜にはがれがある場合には、あらかじめエポキシ樹脂
パテなどを充填するなど、段差修正や部分補修などを行い、平滑な面にしてから塗装を行ってくださ
い。
塗り替え時で、旧塗膜が弾性の場合は使用しないでください。
旧塗膜の種類が不明の場合には必ず試験施工で適性を確認してください。塗り替えの際、旧塗膜の劣
化状況や付着状況、または使用環境などによりシーラーレスタイプの塗料でもプライマーが必要な場
合があります。
シンダーコンクリート面に塗装する場合は、プライマーを数回(２～３回)塗装し、素材表面の強度を向上
させてから上塗りを塗装してください。
塗料の中に硅砂を混合して防滑仕上げする場合は硅砂は沈殿しやすいので、かき混ぜながら塗装して
ください。
クリンカラー防滑骨材を配合した塗料はすみやかに使いきってください。長時間放置されますと骨材が
沈殿もしくは浮いてきます。ご使用の際は、必ず使用量にあわせて調合し、使い切りとしてください。
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空気取入口などに養生を行い、溶剤蒸気が室内に入らないように注意してください。居住者へのご配慮
をお願い致します。
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水、アルコール系溶剤の混入は絶対に避けてください。
硬化剤は湿気で硬化しますので密栓して貯蔵してください。
塗料を扱う場合は、皮膚に付着しないようにご注意ください。また、蒸気やミストなども吸い込まないよ
うに十分にご注意ください。
塗膜の乾燥過程で水分の影響を受けた場合（高湿度、結露、降雨など）、塗膜表面が白化するおそれが
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薄めすぎは隠ぺい力不足、仕上がり不良などが起こるため規定範囲を超えて希釈しないでください。
調色には必ず当社専用の原色をお使いください。
ローラー塗りの場合、ローラー目は同一方向に揃えるように仕上げてください。ローラー目により、色相
や仕上がり感が異なって見えることがあります。
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開封後は一度に使い切ってください。 やむを得ず保管する場合は密栓してから冷暗所で保存し、速や
かに使い切ってください。
塗料漏洩の原因になりますので、保管・運搬時に容器を横倒しにしないでください。
内容物／容器を国際、国、都道府県又は市町村の規則に従って産業廃棄物として廃棄してください。
塗料、塗料容器、塗装具を廃棄する時には、産業廃棄物として処理してください。容器、塗装具などを洗
浄した排水は、そのまま地面や排水溝に流すと環境に悪影響を及ぼすおそれがありますので、排水処理
場などの施設に持ち込むか、産業廃棄物処理業者に処理を依頼してください。

■本カタログ掲載商品の詳細な危険有害性情報や使用上の注意事項等については、安全データシート（SDS）をご参照ください。
■本製品は日本国内での使用に限定し、輸出される場合は、事前に相談ください。


